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石
井
町
役
場
庁
舎
建
設

　
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
認
定

が
平
成
　
年
５
月
　
日
に
認
定
さ

２５

２９

れ
ま
し
た
。
速
や
か
に
用
地
買
収

を
進
め
ま
す
の
で
、
地
権
者
の
皆

様
に
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
議
会
に
、
庁
舎
建
設
工
事
費

を
監
理
委
託
費
も
含
め
、
平
成
　２５

年
・
　
年
の
債
務
負
担
行
為
と
し

２６

て
、　
億
７
 ８
８
１
万
６
千
円

１２

（
内
、
平
成
　
年
度
分
５
億
１
 

２５

１
５
２
万
５
千
円
）
と
、
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用

し
て
新
庁
舎
屋
上
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
整
備
す
る
た
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業

，

，

と
し
て
２
 ５
９
０
万
５
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
災
害
に
強

く
、
住
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
を
支
え
、
住
民
の
方
々

に
親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
を
早
く
建

設
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

い
の
ち
を
守
る
防
災
・
危
機
対
策

課
に
関
す
る
事
業

　
平
成
　
年
度
木
造
住
宅
耐
震
診

２５

断
支
援
事
業
及
び
木
造
住
宅
耐
震

改
修
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
現
在

の
補
助
対
象
は
昭
和
　
年
５
月
以

５６

前
の
着
工
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
推
進
強
化
を
図
る
た
め
、

平
成
　
年
５
月
以
前
の
着
工
分
ま

１２

で
拡
充
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
自
主

防
災
組
織
の
拡
大
及
び
石
井
町
内

の
自
主
防
災
組
織
全
体
の
連
絡
会

を
創
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

お
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
、
地
域

で
の
子
ど
も
・
子
育
て
に
係
る
ニ

ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
幼
保
一
体
化
施
設
で
あ
る
「
認

定
こ
ど
も
園
」
を
町
内
３
箇
所
に

整
備
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
説

明
会
を
早
期
に
実
施
し
、
合
意
の

得
ら
れ
た
地
域
よ
り
施
設
整
備
に

取
り
組
み
、
子
育
て
環
境
の
改

，

善
、
待
機
児
童
解
消
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

清
掃
関
係

　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
等
委
託

業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
４

２５

月
１
日
よ
り
石
井
地
区
資
源
ご
み

の
収
集
を
２
地
区
に
分
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
１
日

に
収
集
さ
れ
る
資
源
ご
み
の
量
も

約
半
分
と
な
り
、
今
ま
で
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
入
り
き
ら
ず
外
に
放

置
す
る
な
ど
、
周
辺
環
境
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
環
境
面
だ
け
で
な
く
作
業

効
率
の
面
で
も
、
大
幅
に
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
独
居

老
人
に
限
り
個
別
収
集
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度
か

２５

ら
は
石
井
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
住
民
で
、
車
等
持
ち
込
み
搬
入

手
段
が
な
い
人
に
つ
い
て
も
一
世

帯
当
た
り
各
申
込
月
に
１
回
限

り
、
数
量
は
大
小
問
わ
ず
５
個
ま

で
収
集
業
者
に
よ
る
個
別
収
集
を

行
い
ま
す
。
試
行
期
間
と
し
て
収

集
申
込
月
を
５
月
・
８
月
・
　
月
・

１１

２
月
の
年
４
回
と
し
状
況
等
を
把

握
し
た
の
ち
平
成
　
年
度
か
ら
本

２６

格
実
施
し
、
利
便
性
の
向
上
に
繋

げ
る
も
の
で
す
。

県
立
農
業
大
学
校
の
跡
地
有
効
活

用　
平
成
　
年
５
月
１
日
に
第
１
回

２４

検
討
協
議
会
を
開
催
し
、
平
成
　２５

年
５
月
　
日
開
催
の
第
７
回
検
討

２９

協
議
会
を
最
終
会
合
と
し
て
、
跡

地
を
「
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
」、「
交

流
促
進
ゾ
ー
ン
」、「
社
会
教
育
ゾ

ー
ン
」
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分

し
、
現
況
施
設
等
を
踏
ま
え
た
機

能
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
ご

意
見
等
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
内
部
調
整
等
を
行
い
、
石

井
町
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
活

用
策
の
計
画
に
つ
い
て
、
徳
島
県

と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
関
係

　
農
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
経
営

所
得
安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
、
農

業
経
営
の
安
定
を
図
り
食
料
自
給

率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能

の
維
持
を
目
指
し
て
お
り
、
石
井

町
で
は
農
家
を
対
象
と
し
て
、
米

の
直
接
支
払
交
付
金
・
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
の
加
入
申
請

を
行
い
、
転
作
事
業
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
調
査
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
藍
畑
字
西
覚
円
地

区
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

旧
石
井
中
団
地
用
地
の
一
部
売
却

　
平
成
　
年
４
月
　
日
開
催
の
町

２５

２２

議
会
全
員
協
議
会
で
報
告
し
、
そ

の
後
売
却
の
準
備
が
整
い
次
第
、

競
争
入
札
に
よ
る
売
却
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
転
管
理
業

務　
平
成
　
年
１
月
　
日
実
施
の
入

２５

２１

札
に
よ
り
、
平
成
　
年
４
月
１
日

２５

か
ら
三
井
造
船
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
に
請
負
業
者
が
変
更
さ

れ
、
債
務
負
担
行
為
に
よ
り
３
年

間
の
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

税
務
課
に
関
す
る
事
業

　
税
務
課
で
は
税
の
不
公
平
を
な

く
す
る
た
め
、
毎
年
９
月
を
徴
収

月
間
と
し
て
、
一
斉
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
さ
ら

２５

に
徴
収
を
強
化
し
、
徳
島
東
部
県

税
局
と
合
同
で
悪
質
滞
納
者
の
整

理
に
努
め
、
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
業

　
平
成
　
年
度
も
　
歳
以
上
の
方

２５

４０

（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
　
歳
以
上

２０

の
方
）
を
対
象
に
、
全
て
の
が
ん

検
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
別
の
案
内
通
知
と
、
事
前

予
約
制
の
導
入
、
休
日
検
診
の
実

施
を
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
齢
に
応
じ
た
乳
幼
児
の
健
康
診

査
を
実
施
し
、
併
せ
て
保
護
者
か

ら
の
健
康
相
談
や
栄
養
相
談
等
の

育
児
相
談
を
同
時
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
養
育
支
援
の
必
要
な

家
庭
を
訪
問
し
、
指
導
・
助
言
を

行
う
な
ど
、
母
子
保
健
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染

の
恐
れ
の
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び

そ
の
蔓
延
を
予
防
す
る
た
め
、
各

議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
２
回
定

２５

例
町
議
会
（
６
月
議
会
）

に
お
い
て
、
町
長
が
今
後

の
町
政
運
営
や
主
要
施

策
に
つ
い
て
の
所
信
を

表
明
し
ま
し
た
。
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
政
の
概
要
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平
成
　
年
石
井
町
子
ど
も
議
会
が
、
８
月
８
日
に
議
場
で
開
催
さ

２５

れ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
議
会
」
は
、
石
井
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
町

政
な
ど
に
対
す
る
質
問
や
要
望
を
述
べ
て
も
ら
い
、
併
せ
て
、
議
会

の
役
割
や
運
営
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
す

る
た
め
、
町
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
議
員
と
し
て
、
町
内
の
各
小
学
校
か
ら
代
表
２
名
と
各
中

学
校
か
ら
代
表
３
名
（
合
計
　
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

１６

　
子
ど
も
議
員
か
ら
は
、
災
害
時
の
高
齢
者
等
の
避
難
対
応

や
災
害
備
蓄
の
対
策
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
石
井
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
、
休
耕
地
に
対
す

る
取
り
組
み
、
学
校
の
設
備
改
善
や
鳥
害
対
策
、
部
活
動
の
充

実
な
ど
、
身
近
な
学
校
生
活
に
お
け
る
問
題
か
ら
町
政
の
課

題
ま
で
幅
広
い
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
、
町
長
や
教
育
長
な

ど
が
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
発
想
や
視
点
で
と
ら
え
た
意
見
や

要
望
を
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

石
井
町
子
ど
も
議
会

種
の
予
防
接
種
を
無
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

建
設
課
関
係
の
事
業

　
国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
補
助

事
業
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
に
よ
り
幹
線
道
路
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
道
高
原

　
号
線
及
び
町
道
石
井
１
２
３
号

３３線
な
ど
の
改
良
事
業
と
橋
り
ょ
う

長
寿
命
化
対
策
補
修
工
事
と
し
て

高
浦
大
橋
、
中
央
橋
、
本
条
橋
等

に
つ
い
て
計
画
し
て
お
り
、
現
在

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
活

性
化
を
目
的
に
今
年
度
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
町
内
で
材
料
を
調

達
し
、
町
内
の
業
者
に
工
事
を
発

注
し
た
町
民
の
方
に
対
し
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
金
額
の
　２０

％
、
ま
た
は
、　
万
円
を
限
度
額

２０

と
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
関
係

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

２４

で
あ
る
、
石
井
・
高
原
・
高
川
原

小
学
校
の
空
調
設
備
整
備
事
業

は
、
６
月
中
に
入
札
を
行
い
、
夏

休
み
期
間
中
に
工
事
を
行
い
ま

す
。
工
事
終
了
後
は
、
町
内
の
小

中
学
校
の
全
て
に
空
調
設
備
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
事
業
と
し
て
は
、

２５

震
災
対
策
と
し
て
浦
庄
・
藍
畑
・

高
川
原
幼
稚
園
の
園
舎
補
強
事
業

を
行
い
安
全
で
安
心
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
の
幼
稚

２４

園
英
語
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
外
国
人
英
語
教

育
指
導
員
を
１
名
増
員
し
、
２
名

体
制
で
一
層
充
実
し
た
英
語
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
国
際
交
流
事

業
を
行
い
、
小
中
学
生
９
名
が
夏

休
み
期
間
を
利
用
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
海
外
研
修
に
参
加
し
ま

す
。

社
会
教
育
関
係

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

２４

で
あ
る
、
公
民
館
高
原
・
高
川
原

分
館
の
耐
震
改
修
工
事
の
入
札
を

行
い
、
現
在
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
工
期
は
高
原
分
館
が
８

月
　
日
、
高
川
原
分
館
が
７
月
　

３０

３１

日
迄
で
す
。
ま
た
、
高
川
原
町
民

体
育
館
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

４
月
　
日
に
入
札
を
行
い
、
現
在

１９

解
体
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ

ー
事
業
と
し
て
、
８
月
　
日
に
中

２０

央
公
民
館
で
、
石
井
・
高
浦
中
学

校
の
全
生
徒
を
対
象
に
、
佐
野
有

美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
佐
野
有
美

さ
ん
は
、
先
天
性
四
肢
欠
損
症
と

し
て
生
ま
れ
、
短
い
左
足
の
３
本

の
指
で
生
活
の
全
て
を
こ
な
し
、

障
が
い
を
感
じ
さ
せ
な
い
笑
顔
と

元
気
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
講
演
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
方
で
す
。
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るのはもちろん、高齢社会におけ
る医療費の増加も防ぎます。必ず
受診しましょう。なお、健診費用
の自己負担は１,０００円です。
●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　今年も『秋の交通安全運動』を
実施します。これからの季節、夕
暮れ時や夜間の運転には充分注意
してください。
運動実施期間　９月２１日（土）か
ら３０日（月）までの１０日間
運動の基本　子どもと高齢者の交
通事故防止
重点事項
１．夕暮れ時
と夜間の歩行
中・自転車乗
用中の交通事故防止
２．全席シートベルト着用とチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
３．飲酒運転の根絶
●問 石井警察署　☎６７４－０１１０

 

と　き　１０月２２日（火）
　　　　午後１時～４時
ところ　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
申込受付日　１０月１５日～１７日
　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し
込みください。
※原則として、初回の方を優先さ
せていただきます。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

 

　１０月２１日から２７日までは、全国
一斉の「行政相談週間」です。
　役所等の仕事について苦情や意
見・要望がある方は、お気軽にご
相談ください。
と　き　１０月２２日（火）
　　　　午前９時～正午
ところ　石井町役場（玄関受付）
※相談無料・秘密厳守です。
●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　弁護士が皆さんのご相談に応じ
ますので、ぜひご利用ください。
（要予約）

石井警察署からのお願い

弁護士による町民無料法律相談

行政相談週間

法の日週間行事　無料法律相談

と　き　１０月２日（水）
　　　　午前９時３０分～午後３時３０分
ところ　徳島地方・家庭裁判所
　　　　（徳島市徳島町１－５）
定　員　５０名
申込方法
徳島地裁総務課（☎６０３－０１１１）
まで電話でお申し込みください。
〈受付：平日午前９時～午後５時〉
※定員に達した時点で受付終了と
なります。

 

と　き　１０月６日（日）
　　　　午前１０時～午後３時
ところ　徳島地方法務局
　　　　（徳島地方合同庁舎６階）
申込方法　９月３０日（月）までに
徳島地方法務局総務課（☎６２２－
４１７１）まで電話でお申し込みくだ
さい。〈受付：平日午前９時～午後５時〉
相談内容　登記・供託・戸籍・国籍・
人権、公証事務（遺言証書作成、
成年後見等）に関する相談全般
相談担当　法務局職員、公証人、
司法書士、土地家屋調査士、人権
擁護委員　◎相談は無料です。

 

　野焼き（野外焼却）は、ダイオ
キシン（ビ
ニールなど
を燃やした
ときに出る
有害物質）
対策のため、「廃棄物の処理及び
清掃に関する法律」により禁止さ
れています。
◎災害の予防、宗教上の行事等、
農業や林業等を営む上でやむを得
ないものなど一部例外規定があり
ますが、煙や悪臭等により周辺の
住民の方の迷惑とならないよう注
意してください。
●問 福祉生活課　環境対策係
 　　　　　　　　　 ☎６７４－１１１６

 

通貨・証券などをお返ししています
　税関では、終戦後、外地から引
き揚げてこられた方が、上陸港の
税関・海運局に預けられた通貨・
証券などをお返ししています。
　返還の申し出は、ご本人ばかり
でなく、ご家族の方でも結構で

全国一斉！法務局休日相談所

野焼きは禁止されています

終戦当時の引揚者の方々へ

す。お心当たりの方は、最寄りの
税関へお問い合わせください。
●問 小松島税関支署

☎０８８５－３２－０３２６

 

 

　徳島県立テクノスクール（中央・
南部・西部校）では、４月入校の
訓練生を募集しています。
申込期間　１０月９日（水）まで
選考方法　筆記試験及び面接
※詳しくは、入校志望の県立テク
ノスクールまたは各公共職業安定
所までお問い合わせください。
●問 詳しくは、産業人材育成センター
 　　　　　　　　　 ☎６２１－２３５０

 

　家の建て替えやリフォーム等に
より、既設の「単独処理浄化槽」
または「汲み取り便所」から、「合
併処理浄化槽」に転換する場合、
設置費の一部を補助しています。
補助金額
　　　５人槽…３３２，０００円
　　　７人槽…４１４，０００円
　　　１０人槽…５４８，０００円
受付期間　工事を行う年度の４月
～１２月（必ず工事の着工前に申請
してください。）
◎補助基数には制限があります。
●問 福祉生活課　環境対策係
 　　　　　　　　　 ☎６７４－１１１６

 

　石井町教育
委員会委員と
して、吉岡惠
美子さん（高
川原）が任命
されました。

高川原福祉会館だより

県立テクノスクール訓練生募集

合併処理浄化槽への転換に補助

石井町教育委員会委員に
吉岡惠美子さん

「成年後見」無料相談
9月23日（月）・10月28日（月）日　程

午後１時半～３時半時　間
行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員
高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談

10月10日（木）
11月14日（木）

9月19日（木）
11月14日（木）日　程

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員
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と　き　９月１９日（木）
　　　　午後６時５０分～午後８時５０分
　　　　（※雨の場合は中止）
ところ　前山公園～林道・地蔵峠
（午後６時３０分に前山公園集合）
内　容　①前山公園～地蔵峠ウォ
ーキング②地
蔵峠にてイベ
ント（吟詠、
太極拳など）
③月見だん
ご、飲み物を
無料配布④竹筒に入ったロウソク
点灯（１２０本）など
参加費　無料（※事前申込は不要）
主　催　ＮＰＯ法人四季の会
☆健康マイレージのポイント対象

 

　健康づくりのためにご利用くだ
さい。参加費は無料です。
健康相談　予約制で随時受付
体操教室
と　き　９月１９日（木）
　　　　１０月１７日（木）
　　午後３時～４時（予約不要）
※動きやすい服装でお越しください。
ところ　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

と　き　１０月２０日（日）
　　　　午前１０時～午後２時３０分
ところ　中央公民館及び周辺
内　容　こども文化祭（発表の部）
／こども美術展（展示の部）／ボ
ランティア団体・ＮＰＯ法人・福

月見ウォーキング２０１３

健康相談・体操教室

第１６回石井町
ボランティアフェスティバル

祉施設などによる模擬店／ボラン
ティア活動紹介パネル展示／読み
聞かせ／ボランティア体験コーナ
ーなど
●問 石井町ボランティア連絡協議会

☎６３７－４３３３

 

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育て
の応援ができる」と思う方が会員
登録をし、子育ての相互援助を有
料で行うところです。（会員登録
は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
と　き　１０月２４日（木）
　　　　午後１時～４時
ところ　石井町役場２階会議室
※印鑑をお持ちください。
　「登録してみたい」「利用の仕方
がわからない」という方、是非こ
の機会にお越しください。
●問 徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎６１１－１５５１またはすくす
く子育て課☎６７４－１６２３

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就
職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）
「求職者支援訓練受講説明会」の
開催日時
９月１７日（火）１０時～１１時３０分
１０月２日（水）１０時～１１時３０分
１０月１６日（水）１０時～１１時３０分
１１月５日（火）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所（徳島市出来
島本町１丁目５番地） 　 ☎６２２－６３７４

 

 

ふるって原稿をお寄せください
応募資格　１５歳（高校１年）以上
で町内在住の方、または町内で文
化活動をしている方

徳島ファミリー・サポート・センター
出張説明・登録会

求職者支援制度をご存じですか

募　集

町民文芸誌『石井文芸』（第１９号）
作品募集

応募規定　俳句１人５句／川柳１
人５句／短歌１人
５首／現代詩１人
２編以内／漢詩１
人３編以内／随筆
１人１編（千字以
内）
応募方法　作品の題名・住所・氏
名（雅号で応募する場合は本名を
併記）・電話番号を記入のうえ、１
作品につき５００円（高校生は無料）
を添えて、提出してください。
募集期間　９月３０日まで
提出先及びお問い合わせ先
石井町中央公民館内
石井町文化協会　☎６７４－２００２

 

募集期間　１０月１日（火）～１１月５日（火）
応募資格
青年海外協力隊…満２０～３９歳の日
本国籍を持つ方
シニア海外ボランティア…満４０歳
～６９歳の日本国籍を持つ方
シネマ＆体験談＆説明会
※「モンゴル野球青春記」無料映画上映
と　き　９月２９日（日）
　　　　午後１時３０分～
ところ　TOPIA（徳島県国際交流協会）
●問 JICA（ジャイカ）四国
 　　　　　　 ☎０８７－８２１－８８２４

 

 

　敬老祝金は、平成２５年９月３０日
において、町内に引き続き１年以
上居住している満８８歳の方が支給
対象となっています。
　該当者には、１０月に支給のご案
内をお送りします。
●問 長寿社会課　☎６７４－６１１１

 

◆特定健康診査について
　健診の対象とな
る方に、「特定健
康診査受診券」を
郵送でお送りして
います。受診期間
は１１月３０日までです。受診されて
いない方は期間内の受診をお願い
します。
　健診を受け、生活習慣病を予防
することは、自分自身の健康を守

ＪＩＣＡボランティア募集

暮らし

敬老祝金について

国保からのお知らせ

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

お知らせ

催し・講習
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　石井町では、「 石井町 を応援したい」、「もっと
ふ る さ と

魅力ある町になってほしい」と思っている方か
らの寄附金を受け付けています。ぜひ、町外に
お住まいのご家族・ご友人などに「ふるさと納
税は石井町へ」とＰＲをお願いします。

Ｑ１　「ふるさと納税」ってどんな制度なの？
　「ふるさと納税」制度とは、平成２０年４月３０日に公布された「地方税法等の一部を改正する法律」により、個人住民
税の寄附金税制が大幅に拡充され、以前にお住みになっていた地方自治体に限らず、応援したい、貢献したいと思う地
方自治体へ『寄附』をした場合に、その相当額が所得税やお住まいになっている自治体の住民税から控除される制度の
ことです。
　地方自治体に対する寄附金のうち、所得税では２,０００円、個人住民税では２,０００円を超える部分について、所得税と合わ
せて控除を受けられます。ただし、控除額には上限があります。
※平成２４年度の石井町へのふるさと納税の件数は４件でした。

★「ふるさと納税」に関する詳しいことは、石井町ホームページをご覧ください。
申込書等のダウンロードもできます。石井町ホームページ　http://www.town.ishii.lg.jp/

「石井町」を応援・支援する人
寄附（ふるさと納税）をする皆さん 石 井 町

税務署または
お住まいの市町村

ふるさと ①寄附の申し込み①寄附の申し込み

③納付手続き③納付手続き

②申込書の受理・納付用書類等の送付

⑤確定申告書を提出

④寄附金受領証明書の送付④寄附金受領証明書の送付

⑤確定申告書を提出

⑥翌年度の住民税の軽減・所得税の還付など⑥翌年度の住民税の軽減・所得税の還付など

②申込書の受理・納付用書類等の送付

Ｑ３　寄附金はどのように活用されるの？
　石井町への寄附金は、次の４つのメニューの中から、寄附金の使い道を選んでいただくことができます。

メニューメニュー２２
環境を考え、暮らし環境を考え、暮らしをを
快適にす快適にするるまちづくまちづくりり

メニューメニュー３３
住民が主役の活住民が主役の活力力
あふれあふれるるまちづくまちづくりり

メニューメニュー４４
そのその他他町長町長がが

必要と認める事必要と認める事業業

メニューメニュー１１
支え合い育て合う支え合い育て合う、、
人の輝人の輝くくまちづくまちづくりり

振り込め詐欺にご注意を‼
石井町では、電話等による寄附の勧誘や働きかけを一切行っておりません。

　この寄附制度は、皆さんの「石井町を応援したい！」という善意を形にするための取り組みです。「ふるさと
納税」をかたった振り込め詐欺などには十分ご注意ください。

お問い合わせ●●●● 石井町役場総務課　☎ ０８８－６７４－１１１１

「ふるさと納「ふるさと納税税」」はは
石井町石井町へへ

Ｑ２　「ふるさと納税」をしたいけど、どうすればいいの？
　「ふるさと納税」の流れは次のようになります。（イメージ図）
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ジェネリック医薬品によジェネリック医薬品によるる
自己負担額軽減のお知らせを発送しま自己負担額軽減のお知らせを発送しますす
　徳島県後期高齢者医療広域連合では平成２５年９
月に、現在処方されている新薬をジェネリック医
薬品に切り替えた場合に、自己負担額がどれくら
い軽減できるのか、その一例をお知らせする通知
を送付します。対象者は、５月に医療機関で新薬
を処方され、ジェネリック医薬品に切り替えた場
合に自己負担額が大きく軽減される方となります。
　ジェネリック医薬品は、新薬の特許が切れた後
に、同じ有効成分を使って作られ、新薬と同等の
効果、効能を厚生労働省から承認されている医薬
品です。
　なお、すべての医薬品にジェネリック医薬品が
あるとは限りませんので、試してみたいとお考え
の方は、医師や薬剤師にご相談ください。
●問 徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課

☎６７７－３６６６

空き缶等資源ゴミ売り払い収入合計
（資源ゴミ＋空き缶＋古着＋ペットボトル＋合理化拠出金）は、12,461,860円 です。

　今後も資源ゴミの分別に皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 　　 ●問 清掃センター☎６７４－６８４２

平成２４年度　空き缶等資源ゴミの売り払い収入状況について
　平成２４年度、皆様から回収した空き缶等資源ゴミの売り払い収入の状況は、次のとおりです。

資源ゴミ４品目と空き缶・古着の数量及び売り払い金額
金額(税込)数量（kg）種　類

2,961,650302,500新聞
資源ゴミ
４品目

50,3255,420紙パック
1,737,225177,780雑誌
1,152,648116,880段ボール

984,60636,190スチール缶
(鉄くず含む)空き缶

2,566,41022,220アルミ缶

274,50054,900古　着

ペットボトルの数量及び拠出金
有償入札拠出金数量（kg）

2,363,64453,530ペットボトル

再商品化合理化拠出金
〈再商品化にかかる品質・効率化が優良な市町村に㈶日本容
器包装リサイクル協会から支払われる拠出金〉

合　計低減額貢献度に
基づく配分額

品質基準に
基づく配分額

370,85213,872356,980

注意

　平成25年10月１日に実施する住宅・土地統計
調査は、住生活に関する様々な施策のための基礎
資料を得ることを目的としています。
　調査の対象となった世帯には、平成25年９月
下旬ごろ、調査員が訪問して調査票を配布します
ので、その際にはご回答をお願いします。今回調
査の対象とならなかった世帯には、調査票は配布
されません。
◆調査の趣旨・必要性をご
理解いただき、ご回答をよ
ろしくお願いいたします。
◆調査をよそおった「かた
り調査」にご注意ください。

　財政課　☎674－7501問

平成25年
住宅・土地統計調査を実施します！

住宅・土地統計キャラクター

問

　浄化槽を設置されている方は、１年に１回、浄化槽の水質に関する検査（法定検査）を受けなけれ
ばならないと浄化槽法に規定されており、業者が行う保守点検・清掃とは別に受けなければいけません。
次の期間に、徳島県知事指定検査機関である、（公社）徳島県環境技術センターの職員が連絡・訪問し
ます。皆様のご理解・ご協力をお願いします。

期間　10月１日～10月11日　　対象地区　石井町全域

（公社）徳島県環境技術センター　☎636－1234

気象庁は８月から『特別警報』の発表を開始します。浄化槽法定検査のお知らせ
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石井町障がい者虐待防止センターを設置しています
石井町障がい者虐待防止センターでは……
　◎障がい者に対する虐待の通報・虐待の届出を受理します。
　◎障がい者虐待についての相談・指導・助言を行います。
　◎障がい者虐待防止に関する広報・啓発を行います。
障がい者の虐待や養護者の支援に関する相談、通報、お問い合わせは……

休日・夜間平日（午前８時３０分～午後５時１５分）

石井町役場
　TEL ０８８－６７４－１１１１（代表）
　（※休日は当直者対応、夜間については警備保障
に転送になるため、折り返しのお電話となりま
す。）

　FAX ０８８－６７５－１５００
　メールアドレス
　fukushiseikatu@town.ishii.lg.jp 

石井町障がい者虐待防止センター
（石井町役場福祉生活課障がい福祉係内）
　　TEL ０８８－６７４－１１１６
　　FAX ０８８－６７５－１５００
名西地区在宅障がい者生活支援センター
　　TEL ０８８－６７４－７２８２
れもん生活支援センター
　　TEL ０８８－６７４－２２００
地域活動支援センターことじ
　　TEL ０８８－６９４－６６０６

平成25年11月7日（木）、11月17日（日）、12月4日（水）実 施 日
午前8時30分～午前11時　（実施場所）石井町保健センター受付時間・場所
胃がん検診、結核・肺がん検診、大腸がん検診
特定健診（11月7日（木）・17日（日）のみ）検 診 内 容

４０歳以上（ただし、特定健診は４０～７４歳の方）対 象 者
無料（ただし特定健診は自己負担あり。健康保険証と平成２５年
度特定健康診査受診券をご持参ください。）費 用

平成25年10月1日～10月18日（土・日・祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分申 込 期 間

石井町保健センター（☎674－0001）へお電話ください。申 込 先

秋秋の
検診検診フフェアェア
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石井町の古い写真を募集しています石井町の古い写真を募集しています。。
写真はなつかしい昔に帰ることのできるタイムマシーン　写真はなつかしい昔に帰ることのできるタイムマシーン。。

思い出のふる里にタイムスリップすることができます思い出のふる里にタイムスリップすることができます。。
ご紹介していただける写真がありましたらご連絡ください　ご紹介していただける写真がありましたらご連絡ください。。

●問 石井町中央公民館 担当 立石石井町中央公民館　担当　立石　☎☎６７４６７４－－２００２２００２
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第３回

阿
波
の
名
勝「
第
十
堰
」　（
大
正
時
代
の
絵
葉
書
よ
り
）

春の検診が受けられ
なかった方、特定健
診をまだ受けていな
い方は、ぜひこの機
会をご活用くださ
い。
（要（要申申込）込）
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　かつて徳島県を代表する商品作物であった、藍。９月は原料となる葉藍
の刈り入れが終わり、染料へと加工する作業がはじまる時期です。残念な
ことに、現在では県内の藍づくりは縮小してしまっていますが、江戸時代
には吉野川下流沿岸部が藍の一大生産地であり、藍畑という地名が残ると
おり、石井町もその一画を担っていました。遠方まで取引され、日本でも
有数のブランドとなった阿波藍がもたらした膨大な富は、経済・文化など
の発展基盤になりました。阿波藍の隆盛は徳島藩主導によるものでした
が、藩が藍の統制を強める中でひとつの悲劇が引き起こされます。今回
は、その物語を今に伝える文化財である、五社神社をご紹介します。
　高浦中学校から北西にのびる県道平島国府線を少し西にはいったところ
に、五社神社は建っています。通常、五社神社という社名は、合祀などに
より５柱の神格を祀るようになった神社を指して呼ばれることが多いのですが、石井町の五社神社に祀られて
いるのは「 後  藤 

ご とう
 常 
じょう
 右衛  門 」とその子「
え もん

 京 
きょう
 右衛  門 
え もん

」、「 山  口  吉 
やま ぐち きち

 右衛  門 
え もん

」とその子「 市  左  衛  門 」、そして「 宮  崎 
いち ざ え もん みや ざき

 長 
ちょう
 兵 
べ

 衛 」の５人の人物です。彼らは、反乱を計画した罪で 宝  暦 ７（１７５７）年３月に鮎喰川原で磔刑に処された者た
え ほう れき

ちですが、その義心に感じた人々によって小祠が後につくられ、明治１２（１８７９）年には現在の社殿が建てられ
ました。
　そもそも、５人が反乱を企図するにいたった理由は、徳島藩の藍政策にありました。藩は江戸時代初期より
藍に着目、藍作を奨励して有力な商材として育ててきました。その方針が奏功して、藍が利益を生むようにな
った中、さらに安定的かつ大きな財源とするべく、藩は藍取引の統制に乗り出します。 享 

きょう
 保 １８（１７３３）年に藍
ほう

に関する業務を統括する「 藍  方  御  用  場 」を設置するとともに、葉藍の取引の際に藍作人・藍師それぞれに２％
あい かた ご よう ば

ずつの税を納めさせる「 葉  藍  四  歩 
は あい し ぶ

 懸 
がかり
」という税制を施行、そして宝暦４（１７５４）年には「 玉  師  株 」という藍師

たま し かぶ

認可制度の新設など、次々と藍の新政策を打ち出しました。「玉師株」により藍師として認可されなければ藍の
取引をすることができないにも関わらず、実際には「玉師株」の取得は容易ではなかったため、結果として藍
の流通をわずかな藍師が独占することになりました。これは、藍師に利益を集中することで搾取側に引き入
れ、かつ彼らの蓄財それ自体を安定的な財源とするという、藩のねらいでした。しかし、藍の取引から閉め出
されて葉藍を育てるだけとなった多くの藍作人は、「葉藍四歩懸」の納税義務や凶作などもあって非常に窮乏す
ることになりました。
　これらの状況により藩への反発は高まってゆき、そしてついに宝暦６（１７５６）年、近隣の村々に蜂起をうな
がす回状がまわりました。この回状は現在、 蜂  須  賀  家  文  書 の中の「 高  原  村  騒  動  実  録 」に納められ、そこには次

はち す か け もん じょ たか はら むら そう どう じつ ろく

のようにあります。「 藍  四  分  相  懸 り 弐 
あい し ぶ あい かか に

 拾 
じゅう
 四  五  年 に
し ご ねん

 罷 
まかり
 成 り
な
 候 
そうろう
 処 
ところ
、 又  々  去 ル 戌  年 より 玉  師 に 仰 せ 付 けられ、 作  人  一  統 
また また さ いぬ どし たま し おお つ さく にん いっ とう

 困 
こん
 窮 
きゅう
 仕 
つかまつ
り、…（中略）… 来 ル

きた
 廿 
にじゅう
 八  日  鮎  喰  川原 へ 出  会 い 申 す
はち にち あ くい がわら で あ もう

 可 く
べ
 候 
そうろう
、 其  村  々  作  人  共  貝 ・ 鐘 ・つく 棒  用  意 にて 面  々 

その むら むら さく にん とも かい かね ぼう よう い めん めん

 其  村  々 に
その むら むら

 印 
しるし
 致 し 名  前  書  付 け
いた な まえ かき つ

 罷 
まかり
 出  申 す
いで もう

 可 く
べ
 候 」（葉藍四分懸から２４、５年がたちましたところに、一昨年から玉師
そうろう

株がはじまり、藍作人はみな困窮しています。…（中略）…きたる２８日に鮎喰川原へ集合し、村々の藍作人た
ちは 法  螺  貝 ・鐘・突棒を用意し、村々に印をして名前を書いて出しましょう）。しかし、この動きは藩に察知さ

ほ ら がい

れ２０名以上が捕縛、五社神社に祀られた５人が首謀者として死刑にされたほか、他の者にも追放や入牢などの
刑が科されました。反乱は未遂に終わりましたが、藩には大きな衝撃を与え、直後に藍方御用場が廃止、葉藍
四歩懸や玉師株が撤廃されています。また、５人の義人は五社
神社の祭神として地域の崇敬を現在まで集めています。
　時の為政者が経済政策をおこなうことは、過去から現在まで
幾度となくおこなわれてきました。その恩恵を受け取ること
ができる人がいる一方で、影では犠牲となる弱者が生まれてし
まうこともまた、いつの時代も変わらないことなのかもしれま
せん。
〈参考文献〉
　　石井町史編纂会編『石井町史　上巻』１９９１年
　　髙橋　啓「苦悩する徳島藩」『徳島県の歴史』２００７年

 五  社  神  社 
ご しゃ じん じゃ

第９回

町立高浦中学校

町民体育館

五社
神社

30

192

232
県道平島国府線
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まちのうごき
世帯数　１０，０５５戸
男　性　１２，６３２人
女　性　１３，８６３人
　計　　２６，４９５人

平成２５年６月１５日～平成２５年８月１４日（敬称略）

平成２５年９月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

お悔やみ申し上げます

井内　芳富　６５歳（南　島）
鷹木ヨシ子　８９歳（高川原）
野田　好子　８６歳（重　松）
近藤　　博　７５歳（白　鳥）
清重　　博　８５歳（高川原）
竹内　孝佳　７８歳（下　浦）
田中　政子　８７歳（内　谷）
 原　豊市　７３歳（重　松）
阿部　道子　５４歳（上　浦）
森井　通泰　８０歳（高川原）
武市　治美　７８歳（国　実）
山口　幸子　８０歳（石　井）
髙橋ハマ子　８３歳（平　島）
森川キミヱ　９１歳（石　井）
川端　　㓛　８７歳（平　島）
武富アイ子　７６歳（加茂野）
岩田　　登　９２歳（桜　間）
河野　直氣　９８歳（高川原）
髙橋　義明　８７歳（天　神）
林　　豊子　８９歳（上　浦）
髙鴨　愛子　７９歳（石　井）
松本　正雄　７１歳（南　島）
多田　修士　７０歳（石　井）
井内　　仗　９２歳（天　神）
林　　嘉德　８０歳（石　井）
中野千代子　９６歳（重　松）
佐野　武雄　８２歳（西覚円）
西浦モトヱ　１００歳（高　畑）
福田　頼昭　７５歳（石　井）
曽我部政治　９７歳（石　井）

村瀨　裕司
　　　　愛
髙岡　泰昌
　　　真弓
吉成　誠二
　　　裕子
岩佐　一樹
　　　佳那
小田　資也
　　　優香
山本　琢己
　　　早織
佐古　貴治
　　　　茜
桂　　優弥
　　麻悠子
藤本　貴大
　　　益世
川野　功貴
　　　昌子
黒住　耕輔
　　　麻衣
伊藤　雅史
　　　晴美
中原　俊彰
　　　生惠
武知　　亮
　　　美香
髙田　祐樹
　　真由美
藤田　崇徳
　　かおり
田村　大地
　　紅美子
松浦　健司
　　真由美
山内　政人
　　　美香
小笠　　涼
　　　佳那
澤　　英明
　　友美子
矢武　友晶
　　真由美
柏谷　健太
　　真由美

　
券
犬
鹸
 奏 （下浦）
かなで

　
券
犬
鹸
 夏  樹 （市楽）
なつ き

　
券
犬
鹸
 太  一 （石井）
た いち

　
券
犬
鹸
 知  奈 （国実）
ち な

　
券
犬
鹸
 美  輝 （石井）
み き

　
券
犬
鹸
 玲  愛 （下浦）
れい あ

　
券
犬
鹸
 雪  乃 （城ノ内）
ゆき の

　
券
犬
鹸
 心  結 （石井）
み う

　
券
犬
鹸
 紘  誠 （石井）
こう せい

　
券
犬
鹸
 圭  吾 （諏訪）
けい ご

　
券
犬
鹸
 海  吏 （高川原）
かい り

　
券
犬
鹸
 羽  月 （下浦）
は づき

　
券
犬
鹸
 維  南 （高川原）
ゆい な

　
券
犬
鹸
 隼  人 （諏訪）
はや と

　
券
犬
鹸
 隼 
しゅん

 澄 （中島）
と

　
券
犬
鹸
 輝  月 （城ノ内）
き づき

ご結婚おめでとう

近藤　　彰（石　井）
瀧原未奈子（上板町）　
桂　　優弥（石　井）
原　麻悠子（石　井）　
児島浩三郎（高川原）
大島久美子（阿波市）　
松下　真彦（白　鳥）
工藤　絵美（阿波市）　
仁木　一真（石　井）
井内めぐみ（徳島市）　
山﨑　晋平（城ノ内）
阿部由佳里（徳島市）　
山川　和貴（勝浦町）
中村　百花（第　十）　
仁木　佑治（国　実）
岡本芙美子（石　井）　
林　　秀行（石　井）
日浦由美子（池　北）　
小角　聡志（高川原）
廣田加奈子（小松島市）　
久津和智裕（石　井）
久米　　瞳（諏　訪）　
都川　文彰（内　谷）
上原　多恵（徳島市）　
久米　浩一（市　楽）
木下　亜由（徳島市）　

お誕生おめでとう

井周　良太
　　　京子
福田　隆三
　　みゆき
岡山　史人
　　　　惟
森川　繁樹
　　かほり
平野慎一郎
　　　春菜
住友真一郎
　　亜由美

　
券
犬
鹸
 玲  来 （石井）
れ な

　
券
犬
鹸
 和  真 （石井）
かず ま

　
券
犬
鹸
 盟 （石井）
めい

　
券
犬
鹸
 慧  祐 （石井）
けい すけ

　
券
犬
鹸
 瑛  大 （石井）
えい た

　
券
犬
鹸
 幸一郎 （南島）
こういちろう

　
券
犬
鹸
 星  奏 （高畑）
せい か

　
券
犬
鹸
 一  稀 （高畑）
いっ き

　
券
犬
鹸
 蒼  太 （石井）
そう た

　
券
犬
鹸
 日  和 （城ノ内）
ひ より

　
券
犬
鹸
 優  衣  果 （高川原）
ゆ い か

　
券
犬
鹸
 登  馬 （石井）
とう ま

　
券
犬
鹸
 遥  太 （石井）
はる た



（１１） 平成２５年９月１５日　第１７４号広 報 い し い

　日本人の死亡原因の上位を占めている「脳血管疾患」と「心疾患」は、血管
の動脈硬化（酸素や栄養を運ぶ大事な血管である動脈が狭くなったり、弾力性
が失われて硬くなり、血液の流れが滞る状態）が原因であり、悪化すると脳卒中・
狭心症・心筋梗塞などになる恐れがあります。

健康
メモ

　さて、皆さんは「末梢動脈疾患」という病気を知っていますか。これは足の動脈が徐々に
詰まってくる病気です。治療をせずに放置しておくと、次第に動脈硬化がある側の脚にしび
れや冷えを感じるようになり、そのうち長時間歩くと足が痛くなり休まないと歩けなくなる
という症状が出てきます。さらに進行すると足が壊死して切断しなければならなくなる場合
もあります。

動脈硬化の主な原因動脈硬化の主な原因

　症状のあるなしに関わらず、心筋梗塞
や脳卒中になる危険性が、末梢動脈疾患
のない人の約２倍‼脳梗塞や心筋梗塞は
ある日突然発症する病気だと思われてい
ますが、実は数年前から足などの末梢の
血管には徴候が出ていることが多いので
す。短時間で簡単にできる血圧脈波検査
をうけ、早期治療によって、心筋梗塞や
脳卒中を未然に防ぐことができます。

◆末梢動脈疾患の特徴

　この検査は、動脈の硬さや足の動脈のつまり具合
をみることで、動脈硬化の評価を行います。検査は、

ベッド上に寝て、両手・両
足首の４ヶ所の血圧を同時
に測定します。測定時間は
５～10分位です。

（足の動脈硬化を簡単にみつけることができる検査）
◆血圧脈波（ＡＢＩ／ＣＡＶＩ）検査

あなたの血管、本当に大丈夫ですか？あなたの血管、本当に大丈夫ですか？

　高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満、喫煙、高尿酸血症などがあります。動脈硬化の予防方法には、減塩、
食べ過ぎない、野菜を多く摂る、運動する、タバコを吸わないなど規則正しい生活習慣が大事です。
しかし、どんなに注意していても加齢とともに動脈硬化は進みます。そこで、健診を受けて血管がど
の程度傷ついているかを知り、悪化させないようにすることが重要です。

　石井町では、平成26年１月19日（日）中央公民館において、
石井町健康まつりを開催します。今年は、石井町医師団のご協力
により血圧脈波検査の体験ブースを設ける予定です。この機会に
ぜひ受けてみませんか？
　皆様のご参加をお待ちしています。

足の動脈硬化検査（ABI 検査）の様子

専用検査機器による検査

末梢動脈疾患（PAD）正常な動脈
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いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

　　 避難所運営訓練

高浦中学校体育館で避難所運営訓練が
行われ、地域の自主防災会や中学生を
含む約４２０人が参加し、水害での避難を
想定した訓練や講義を受けました。

7
6

　　パープルエコー全国大会進出！

第３６回全日本おかあさんコーラス四国支
部徳島大会が７月７日に徳島市で開催さ
れ、パープル・エコーが全国大会への出場
を決めました。おめでとうございます。

7
9

　　社会を明るくする運動

名西地区保護司会や石井町更生保護女
性会のみなさんなどが参加し、「第63
回社会を明るくする運動」の出発式が、
役場庁舎前で行われました。

7
1

　　河川一斉清掃

毎年河川愛護月間に、吉野川第十堰南
岸で行われる河川一斉清掃。今年も早
朝より多くの方にご参加いただきまし
た。

7
7　　あすなろ会いきいき塾

石井ボランティアあすなろ会主催のいきい
き塾が地域防災交流センターで開催され、
男声合唱団シルバードッグスによる美しく
情熱的な歌声が会場内を魅了しました。

7
２０

　　災害時優先協力協定調印式

災害時優先協力協定が麻名用水土地改
良区、徳島県エルピーガス協会名西地
区会、石井町石油商業組合と結ばれ、
調印式が行われました。

8
１６　　人権教育講演会

「車椅子のアーティスト」佐野有美さん
による講演と歌が披露され、石井・高浦
中学校の生徒をはじめ２回の講演で約
１,２５０人が来場しました。

8
２０ 　　あすなろ会かかし設置

交通安全を呼びかけるかかしが、石井
警察署敷地内に石井ボランティアあす
なろ会により設置されました。

7
３０

ミニバスケ
四国大会出場！
ミミミミミニババススケケケ
大大会 場
ミニバスケ
四国大会出場！

おめでとうございます！

　第７回徳島新聞社杯兼
第35回県ミニバスケット
ボール選手権で、石井ボ
ンバーズが優勝・高浦オ
ルカーズが準優勝し、町
長を表敬訪問しました。

高浦オルカーズ
準優勝（男子の部）

石井ボンバース
優勝（女子の部）



（１３） 平成２５年９月１５日　第１７４号広 報 い し い

オーストラリア海外研修オーストラリア海外研修
　いしい英語大好き事業の一環として、町内の小・中学校の代表者９名がオーストラリアのケアンズに７月
28日から８月２日までの日程で海外研修に参加しました。現地の家庭にホームステイをして、地元の学校の
授業を受けたり、阿波踊りを披露するなどして徳島の文化を紹介するとともにオーストラリアの文化について
も学習しました。参加者は英語でのコミュニケーションを通して様々な体験や交流をすることができました。

【町長表敬訪問】 【現地での文化交流の様子】

中央公民館主催により、紙粘土工作や
陶芸体験、天文教室などが開催されま
した。親子で参加できる内容もあり、
楽しい夏休みの思い出となりました。

夏休み子ども教室

〈７/２６・ 繭 
まゆ

 窯 にて陶芸体験〉
がま

ふじっこちゃん四コマ漫画 　　食物アレルギー講演会

榎本クリニックの榎本新也院長を講師
に迎え、保育所や幼稚園、小・中学校
教職員等を対象に食物アレルギーに関
する講演会が開催され、約８５人が参加
しました。

8
２１　　石井町交通安全シルバー講座

高齢者に交通死亡事故多発への危機感
を訴え、交通安全の基本を学ぶために
開講され、今度12月末までに町内各地
区での開講を予定しています。

8
２２

　　町民健康講座

名西郡農業協同組合本所で開催され、
参加者は「癌にならないために」をテ
ーマとした講座に耳を傾け、阿波踊り
体操で体を動かすなど、健康づくりに
励みました。

9
1

▶
遠
藤
達
郎
さ
ん（
城
ノ
内
）投
稿

石
井
町
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん

夏
ま
つ
り

▶
髙
尾
悦
子
さ
ん（
西
高
原
）投
稿

ツ
バ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
た
よ
♬

写
真
投
稿

せっかくのお月見なのに
お団子用意するの忘れてた！

あっそうだ！
うさぎさんに分けてもらおう

つきたてのおもちも
一緒に食べると
　　　おいしーね。
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「
あ
り
が
と
う
」　

　
　
心
が
晴
れ
る

　
　
　
　
愛
こ
と
ば

石
井
中
学
校
１
年
　
一
宮
　
辰
徳

ど
の
人
も

　
　
き
っ
と
誰
か
を

　
　
　
　
支
え
て
る

石
井
中
学
校
２
年
　
遠
藤
　
航
河

あ
り
が
と
う

　
　
こ
の
一
言
が

　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

石
井
中
学
校
３
年
　
北
野
　
里
沙

世
の
中
を

　
　
愛
と
希
望
で

　
　
　
　
満
開
に

高
浦
中
学
校
１
年
　
河
﨑
　
朱
音

　大
好
き
な

　
　
こ
の
ま
ち
築
こ
う

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
で

高
浦
中
学
校
２
年
　
西
浦
　
愛
香

手
を
つ
な
ぎ

　
　
み
ん
な
で
支
え
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

高
浦
中
学
校
３
年
　
中
東
さ
く
ら

第第
　
回回
６６３３社

会
を
明
る
く
す

　
社
会
を
明
る
く
す
るる

運
動
標

　
　
　
　
　
運
動
標
語語

　
町
長
が
町
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
地
域
の
ご
要
望
や

町
政
に
対
す
る
ご
提
言
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
、「
ミ
ニ
タ

ウ
ン
集
会
」
を
今
年
も
次
の
と
お
り
各
地
区
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
会
場
に
託
児
所
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
子
様
と
一
緒
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ご意見箱を設置します
　皆さんからのご意見を事前に募集するために、
ミニタウン集会用のご意見箱を各公民館および役
場に設置しています。ぜひご活用ください。

●問 わくわく観光情報課　☎674－1137

会　　場開　催　日　時

中央公民館10月　3日（木）　午後7時～9時

浦 庄 分 館10月　9日（水）　午後7時～9時

高 原 分 館10月16日（水）　午後7時～9時

藍 畑 分 館10月22日（火）　午後7時～9時

高川原分館10月28日（月）　午後7時～9時

町
長
と
話
そ
う
！

ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会

ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会

みんなの
ページだよ！

イラスト紹介

外木　　実さん
（神奈川県川崎市） 中山　　恵さん（関） 林　　明子さん（下浦）

公立保育所へあそびに来てね！公立保育所へあそびに来てね！
開放日時　午前10時～11時（全保育所共通）

お問い合わせ先
◆各保育所（電話および FAXは共通です）
◆すくすく子育て課　☎674－1623

開放場所　屋外・屋内
　　　　　（一部開放できない場所があります。）
対　象　者　妊婦・親子（０～６歳）
参加費用　一人30円（子どものみ）
申込み方法　事前に保育所まで電話またはFAX
　　　　　　でお申込みください。
★駐車場に限りがあり、全員お受けできない場合
がありますので、ご了承ください。

石井保育所 第１水曜日 ☎674－034９
浦庄保育所 第２水曜日 ☎674－6792
高原保育所 第３水曜日 ☎674－3289
高川原保育所 第４水曜日 ☎674－6849

があがあがああああああありりりりりりりり
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●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

猛
暑
の
朝
日
差
し
込
む
里
山
の
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
消
す
蝉
し
ぐ
れ
 　
　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

お
は
よ
う
と
に
っ
こ
り
笑
う
朝
顔
に
我
も
元
気
に
今
日
も
一
日
 　
　
 中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

昨
日
今
日
気
候
変
動
大
き
け
り
資
源
浪
費
の
そ
れ
も
因
か
と
 　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

今
日
あ
り
て
明
日
重
ね
行
く
人
生
に
幸
わ
せ
感
じ
Ｏ
Ｂ
の
集
い
 　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

思
い
出
は
寡
黙
な
父
と
暮
し
た
昭
和
イ
ク
メ
ン
の
父
超
う
ら
や
ま
し
 　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

 身
  罷
 り
し

み
 ま
か

 夫
 が
手
植
え
の
サ
ル
ビ
ア
よ
見
事
に
咲
き
て
我
を
泣
か
し
む
  
井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

つ
ま

右
は
山
左
は
渓
の
続
く
み
ち
木
洩
れ
日
揺
れ
る
あ
と
も
う
す
こ
し
 　
 内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

山
裾
に
設
け
ら
れ
た
る
鳥
の
園
緑
風
そ
よ
ぎ
小
鳥
飛
び
交
う
 　
　
　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

道
ば
た
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
稲
穂
み
て
黄
金
色
な
る
刈
り
取
り
急
ぐ
  中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

お
さ
な
ご
は
未
来
を
背
負
い
元
気
よ
く
末
は
博
士
か
大
臣
か
 　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

切
な
さ
よ
届
け
こ
の
花
思
い
人
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
秘
め
や
か
な
恋
 　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

文
月
や
サ
サ
に
捧
げ
し
願
い
事
今
日
の
健
康
明
日
の
平
和
を
 　
　
　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

汗
を
拭
く
タ
オ
ル
の
ニ
オ
イ
懐
し
く
苦
労
の
数
を
数
へ
て
見
れ
ば
 　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

長
月
や
夏
着
の
手
入
れ
四
季
巡
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

見
る
阿
呆
宿
で
尚
尚
阿
波
尾
鶏
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

爺
さ
ん
と
言
わ
れ
腹
立
つ
未
だ
若
い
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

あ
れ

毅

毅

だ
け
で
夫
婦
の
話
は
通
じ
合
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

友
か
ら
の
応
援
ソ
ン
グ
口
ず
さ
む
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 伊
澤
　
慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

第３２回徳島矯正展
と　き　１０月２６日（土）
　　　　午前９時～午後３時３０分
ところ　徳島刑務所
　　　　（徳島市入田町大久２００－１）
内　容　所内見学／「藍染め体験」や「ち
びっこ刑務官」コーナー／刑務所作業製品
の展示・販売など
駐車場　約３００台
☆石井町更生保護女性会によるバザーも
出店しています。
　ぜひ、ご来場ください。

●問 徳島刑務所　☎６４４－０１１４

　平成26年１月１日配達予定で、ふじっこちゃんから年
賀状をお届けします。郵送を希望される方は、ハガキに住
所・氏名（フリガナ）・年齢（または学年）を書いて下記
の送付先までお申込みください。
　申込締切　11月30日（土）役場必着
　送付先
　〒779－3295　
　石井町高川原字高川原121－1
　石井町役場わくわく観光情報課
　「ふじっこちゃん年賀状」担当　宛
　☎674－1137

ぜ
ひ

お
申
込
み
下
さ
い
♪

ふじっこちゃんからふじっこちゃんから

26年１月１日配達予定で ふじっこちゃん

ららかかかじっこちゃんっっじじふふじっこちゃんから
年賀状が届きます♪年賀状が届きます♪

　観光ガイドボランティアとしての知識
等を学び、『とくしま観光サポーター』と
して活動していただける方を募集します。
講座日程　10月12日（土）～

平成26年３月８日（土）全７回
受講場所　徳島シビックセンター
　　　（ＪＲ徳島駅前アミコビル内）ほか
受　講　料　2,500円（資料代等）
申込み締切　９月20日（金）【必着】
※申込み方法等、詳しくはお問い合わせ
ください。
　 〒770－0834
徳島市元町１丁目24番地　アミコビル地
下１階
徳島市広域観光案内ステーション

「とくしま旅づくりネット」
とくしま観光サポーター養成講座　担当
☎635－9002

受 講 募 集生

問

観光ガイドボランテ アとしての知識

とくしま観光サポーター
養成講座

とくしま観光サポーター
養成講座
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ぬいぐるみ
プレゼント♪

ふじっこちゃんＰＲ事業
　平成24年４月から、婚姻届や出生届の届け出
をされた方（町内在住者に限る）に、石井町イメー
ジキャラクターふじっこちゃんの缶バッジをプ
レゼントしています。さらに、ハート付きの缶
バッジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬい
ぐるみをプレゼントします。

わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７問

問

ふじっこちゃんＰＲ事業 ゆるキャラグランプリ2013
応援おねがいします‼

髙田　隼人くん（諏訪）
（父　祐樹さん・母　真由美さんの長男）

はや　と

まちおこしのために頑張っているキャラク
ターの人気投票を行うインターネットサイ
ト「ゆるキャラグランプリ2013」に今
年もふじっこちゃんが参加します。
投票よろしくお願いします‼
投票期間　９月17日（火）午前10時から
　　　　　　　　　　11月８日（金）まで
投票方法は後日公表されます。
詳しくは http://www.yurugp.jp/
でご確認ください。
　 わくわく観光情報課
☎674－1137

投票
お願いします♪

ふじっこちゃん活動日記♪
　近隣市町村のイベントでは、ステージ上で石井町のPRをしたり、ふじっこちゃんグッズの
紹介をしたりと、たくさんの方に石井町を知ってもらうお仕事をしました。

　　日和佐うみがめまつり7
１３

　　いのとん誕生祭in観月祭8
２４

徳島東部地域の魅力を
全国にアピールする取
り組みとして、徳島－
大阪便の高速バス（徳
島バス㈱）に徳島東部
地域の観光資源や特産
品のイラストが入った
ラッピングバスが運行
しています。

　○に入る言葉や数字は何でしょう。
［問１］　８月８日に開催した平成２５年石井町子ども議会には、合計
　　　　○○人の子ども議員が出席しました。
［問２］　平成２４年度の石井町へのふるさと納税の件数は○件でした。　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により１０月１５日（火）
必着でご応募ください。抽選で「１,０００円の図書カード」（５名）、または釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
「ふじっこちゃんストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんストラップを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○人
【問２】○件
住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意
見・ご感想など

※７月号の答え「①１４　②３」　
７月号の応募総数は４５通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。

　　Ｔ－ＰＡＲＴＹ7
7　　阿波踊り（藍場浜演舞場）8

１５

かわに～ズラッピング
バスが運行中！


